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ロ ー マ イ ヤ ー
博 士 の ご 逝 去 を 悼 む

福　　岡 正 　 　 巳
￥

　　ド イ ツ の 土質工 学会 の 長老，ロ ーマ イ ヤ ー
博士 （Dr ．

エng 　 Erich　Lohmeyer ） が 1966 年 8 月 5 日，81 才 の 生

涯 を 閉 じ た と い う知 らせ を ご 遺族 か ら受け た 。 同博士 は

長 い 間 ドイ ツ の 土質基礎工 学会の 会長 を して お られ ，国

際的 に も有名で あ り，わ が 国 か ら ドイ ツ を訪れた非常に

多 くの 人 達 もい ろ い ろ な意味で お 世話 に な っ た 。 また国

連 の 技術援助の コ ン サ ル タ ン トと して 1955〜56 年に来

朝 し．農林省の コ ン ク リー
トな らび に アース ダム の 基 礎

に つ い て の 技術指導をされ た 注）。

　 博 士 の 卓抜な識見，高邁 な 人格 ，豊富 な 経験 と 知識

は ，人 々 に畏敬 の 念を 抱か し め るが ， ま た一
方，人 情に

厚 く， そ の 温容 とともに は なは だ親しみ や す く感 じ られ

る e

　 博 士 の 長逝は ，ご遺族，ドイ ツ の 土質基礎 工 学会 の み

で な く， わ れ わ れ に と っ て も深 い 哀惜 の 念 を抱 か せ る も

の で あ る。

　 農林省 ， 愛知用水公団 ， 白石 基礎 工 業 岡 本氏 ， 令嬢

Barbura さん な どか ら博 士 に 関す る資料をい た だ き，そ

れ に もとつ い て博士 の 業績 をた どり偉業 を しの び た い と

，思 うわ けで あ る 。

　 訃報 に よれば博士 の 肩書は 次 の よ うに な っ て い る 。

　 Ministerialrat　a．D ．（元建設委員会委員）

　Oberbaudirektor　i．R ．（元土木部長）

　 カール ス ル ーへ 工 業大学名誉博士

　 ド イツ 共和国大十宇章受章者

　 DLN 名誉 リ ン グ佩 （ハ イ ）用者

　 ドイ ツ 土質基礎工 学会名誉会長

　博 士 は 1886 年 5 月 10 日 ドイ ツ の 中部に あ る Kassel

市 に 生 ま れ た。1904〜9 年 に ハ ノ
ー

バ
ー

の 工 業大学 で 土

木 工 学 を 学ん だ 。

　 IENI）9 年　政府 の 技師補 とな り Kiel 地方 で 水路 な ら

び に 道路 の 工 事 に 従事 。

　1912 年　建築部門，水路な ら び に道路工 事 関係 の 国

家試験 に 合格。政府技師に な りKiel の 運河 工 事 に 従事。

　1919 年 工 学博士 と な る。

　1923 − 30 年　プ ロ シ ァ と　Stettin地方 港 湾 連合 の

土 木 部長 。 ハ ン ブ ル グ＝プ ロ シ ア 港湾連合の 土 木部長 。

ハ ン ブ ル グ港 の 土木部長 （Oberbaudirektor）。

事
建誌 省土木研究 所 千葉支 所 長 ・工 博

24

　 1930 年 河川 ， 港湾建設部長 と な り，つ い で ，全港湾

管理所長 。 （こ れ は 河川 と港湾 の 建 設 ，埠 頭 管理 ， 水上

警察，港湾管理 を含む ）

　 1933年　ナ チ ス に参加 し な か っ た た め 停職。

　 ユ934 年ベ ル リ ン で コ ン サ ル テ ィ ン グエ ン ジ ニ ヤ （建築

基礎 ， 港湾施設，建築物 な らび に 交通計画，建築現場 の

事故，訴 訟 の 鑑 定）。こ の 間 イ ラ ン と カ ナ ダ に 出張。

　 1943 お よ び 45 年 に 空襲 を受 けた 。

　 1945 年　東独政府水路局長。

　 1948〜9 年 ベ ル リ ンの 米陸軍運 輸グル ープ 顧問 。

　 1949 年以降　 コ ン サ ル テ ィ ン グ エ ン ジ ニ ヤ （水 理 構

造物，港湾構造物，基礎，建築物 ）。1950 年以後 ハ ン ブ

ル グ に 住む 。 ア メ リ カ ， オ ラン ダ，ギ リシ ャ ，イ ン ド，

シ リヤ ， 日本 に 出張 。

　 1950 年　 ドイ ツ 土 質基礎 工 学会長 。

　 1960 年　病気 の た め辞任 ，名誉 会長 とな る 。

　 1940〜5 年　Die　Bautechnikの 編集者。

　 1943、5 年 Beton−und 　Stahlbetonbau の 編集者 c

　 ⊥937 年 以 降 DIN 委員会委員 。

　 以 上 の よ うに 学会方 面 に お い て 広 く活躍 し た。

　著書 の うち と く に 有 名 な も の は 「基礎工 学 （Der

Grundbau ）」 で あ り，戦前太 田 尾 氏 の 翻訳に よ っ て 紹介

され て い る 。こ れ は Brennecke 氏 との 共著 に な っ て い

る が，主 と して ロ ー
マ イ ヤー

博十 の 書 い た もの で あ る 。

　論文，報文 の 数も非常に 多 く約 20 ある が ， そ の 内容

は博士 が直接担当 され た 工 事 ， 行政管理 な どに 関す る も

の で あ る。

　博 士 は ナ チ ス な らび に 東独 の ドイ ツ 統 一社会党に 加 入

し ない とい う理 由で，それ ぞ れ 高 い 官職 を退 い て い る 。

こ の こ とか ら博：flは，時の 権力 に屈 する こ と な く， 自ら

信ず る と こ ろ に 従 っ て 行動 され た と V ・え よ う。

　注）　農林省農地局設 計課，ダ ム の 基 礎 処理 　 E ．P 一マ イヤ

ーレ ボート，ダ ム 研究 資料 No ，1，1956．6．20

　 こ の 報告書は 1954年国 際連合 食糧農 業 機構 （F．A ．O） と 日 本

政府 との 間 に締 結され た 国連 拡大技術援助に 関 す る基本協定 に

も とづ き，P 一マ イヤー
博士が 1955 年 12月 2 日 に来朝され ，

1956 年 2月 1 目 まで ，農林省ダ ム 地 点 の 基礎 処理 の 問題 の 調査

指導を 実施 した ：成 果 を報告 され た も の で あ る。博士 は 当時す で

に 69
’
才の 老令に もか か わ らず，壮者を し の ぐフ ァ イ トを も っ て

危 険な ダム サ イ トの 調 査を全 うされ た 態 度 は 技術 者の 良心 とい

うべ きで，関係者 に大 きな感銘を与え た 。
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